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１ 観光客アンケート調査 
 

（１）調査概要 

対象者 ・北谷町への来訪者 

主な調査項目 

・回答者の属性（年齢、住まい、自動車保有状況） 

・北谷町内の周辺回遊状況（来訪場所）や交通手段の選択状況 

・観光周遊する際の困り具合、公共交通で移動する場合の改善点 

・観光周遊を促す必要なサービスや観光情報 

調査方法 

・街頭アンケート調査 

 調査員による直接ヒアリング 

・宿泊施設アンケート調査 

 チェックイン時にフロント等で QRコード読み取りによる調査 

調査期間 

・街頭アンケート調査 

令和４年９月２３日（祝）～９月２４日（土） 

令和４年１０月８日（土）～１０月９日（日） 

・宿泊施設アンケート調査 

令和４年１１月７日（月）～１１月２１日（月） 

回答数 

・街頭アンケート調査 

Ｎ＝９８７ 

・宿泊施設アンケート 

 Ｎ＝８９ 

回答の内訳 性

別 
男性 ４５２ （４２％） 女性 ６０６ （５６％） 

無回答 １８ （２％）    

年

齢 
１０歳代 １０３ （１０％） ２０歳代 ２６９ （２５％） 

３０歳代 ２３８ （２２％） ４０歳代 ２０２ （１９％） 

５０歳代 １４５ （１４％） ６０歳代 ８６ （８％） 

７０歳代 １９ （２％） ８０歳以上 ４ （0.5％） 

無回答 １０ （１％）    

居

住

地 

沖縄県内 ５６６ （５３％） 国内 ５０８ （４７％） 

国外 １ （0.1％） 無回答 １ （0.1％） 
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（２）訪問先 

県内居住者および国内外居住者どちらにおいても「美浜アメリカンビレッジ」が高い数値を占

めており、次いで県内居住者では「飲食店」「うみんちゅワーフ」、国内外居住者では「サンセ

ットビーチ」「飲食店」が多く選択されている。 

県内居住者はその他の数値も高くなっており、主な行き先として「映画」「イオン北谷」との

回答が多くなっている。 

 

■県内居住者（北谷町以外）の訪問先(n=541) 

 

■国内外居住者の訪問先(n=509) 
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（３）利用交通手段 

北谷町までの利用交通手段について、県内居住者では「自家用車」が 83.9％と最も多く、次い

で「路線バス」「知人等の送迎」であり、国内外居住者では「レンタカー」が 64.6％と最も多く、

次いで「路線バス」「タクシー」となっている。 

北谷町内を巡る際の利用交通手段としては、県内居住者は「自家用車」と「徒歩」、国内外居

住者では「レンタカー」と「徒歩」となっており、コミュニティバスの利用率は１％程度に留ま

っている。 

 

■北谷町に来る際（北谷町まで）【県内居住者（北谷町以外）】(n=541) 

 

■北谷町に来る際（北谷町まで）【国内外居住者】(n=509) 

 

  

0.2%

0.4%

7.2%

83.9%

1.5%

0.6%

3.3%

0.2%

3.0%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

空港リムジンバス

北谷エアポートエクスプレス

路線バス

自家用車

タクシー

レンタカー

知人等の送迎

レンタバイク・レンタサイクル

その他

無回答

4.1%

3.1%

9.8%

3.9%

8.6%

64.6%

2.8%

1.6%

2.0%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

空港リムジンバス

北谷エアポートエクスプレス

路線バス

自家用車

タクシー

レンタカー

知人等の送迎

レンタバイク・レンタサイクル

その他

無回答
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■北谷町を巡る際（北谷町内）【県内居住者（北谷町以外）】(n=541) 

 

■北谷町を巡る際（北谷町内）【国内外居住者】(n=509) 

 

  

1.7%

0.6%

2.0%

49.0%

0.6%

0.0%

0.4%

0.6%

50.8%

1.7%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

路線バス

コミュニティバス

美浜シャトルカート

自家用車

タクシー

レンタカー

知人等の送迎

レンタバイク・レンタサイクル

徒歩

その他

無回答

3.9%

1.2%

3.3%

2.6%

5.3%

44.0%

1.0%

2.2%

46.2%

0.2%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

路線バス

コミュニティバス

美浜シャトルカート

自家用車

タクシー

レンタカー

知人等の送迎

レンタバイク・レンタサイクル

徒歩

その他

無回答
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（４）必要なサービスや情報 

北谷町への来訪における必要なサービスや情報について、県内居住者では「観光地等でのイベ

ントや施設情報などの統一的な情報の提供」が 31.1％と最も多く、次いで「周遊バスなど観光地

を巡るバスの導入」「観光地のモデルコースの紹介など情報案内等の充実」となっており、国内

外居住者では「観光地のモデルコースの紹介など情報案内等の充実」が 27.9％と最も多く、次い

で「観光地等でのイベントや施設情報などの統一的な情報の提供」「周遊バスなど観光地を巡る

バスの導入」となっている。 

 

■必要なサービスや情報等【県内居住者（北谷町以外）】 

 

■必要なサービスや情報等【国内外居住者】 

 
 

 

  

20.1%

17.9%

18.3%

31.1%

15.5%

26.2%

5.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

周遊バスなど観光地を巡るバスの導入

美浜シャトルカートの運行範囲の拡大

観光地のモデルコースの紹介など情報案内等の充実

観光地等でのイベントや施設情報などの統一的な情報の提供

観光施設等と公共交通、レンタサイクル等との連携サービス（運賃等）の導入

その他

無回答

23.6%

21.4%

27.9%

25.1%

22.8%

19.3%

4.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

周遊バスなど観光地を巡るバスの導入

美浜シャトルカートの運行範囲の拡大

観光地のモデルコースの紹介など情報案内等の充実

観光地等でのイベントや施設情報などの統一的な情報の提供

観光施設等と公共交通、レンタサイクル等との連携サービス（運賃等）の導入

その他

無回答
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２ コミュニティバス登録者アンケート 
 
（１）調査概要 

対象者 ・北谷町コミュニティバス全登録者 

主な調査項目 

・回答者の属性（性別、年齢、居住地、自動車・運転免許保有状況） 

・利用有無、利用目的及び利用頻度 

・北谷町コミュニティバスを利用しない理由、利用するための条件 

・改善して欲しいサービス（行き先、運行日、運行本数等） 

調査方法 郵送による配布・回収 

調査期間 令和４年１１月１１日（金）～１１月２８日（月） 

回答数 Ｎ＝３６５（回収率３２．９％） 

回答の内訳 性

別 
男性 ８６ （２４％） 女性 ２６６ （７３％） 

答えたくない ３ （１％） 無回答 １０ （３％） 

年

齢 
１０歳代 ３６ （１０％） ２０歳代 ９ （２％） 

３０歳代 ２２ （６％） ４０歳代 ３８ （１０％） 

５０歳代 ４３ （１２％） ６０歳代 ４７ （１３％） 

７０歳代 ９１ （２５％） ８０歳以上 ７２ （２０％） 

無回答 ７ （２％）    

職

業 
会社員・公務員 ４５ （１２％） 自営業 １６ （４％） 

学生 ３９ （１１％） 専業主婦（夫） ６０ （１６％） 

パート・アルバイト ５０ （１４％） 無職 １２７ （３５％） 

その他 １３ （４％） 無回答 １５ （４％） 

地

区 

西部地域 

（砂辺区、宮城区） 
８４ （２３％） 

南部地域 

（美浜区、北前区） 
１０２ （２８％） 

北部地域 

（上勢区、桑江区、栄口区、桃原区） 
１２９ （３５％） 

東部地域 

（謝苅区、宇地原区、北玉区） 
４２ （１２％） 

無回答 ８ （２％）    
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（２）自家用車利用 

コミュニティバス登録者の運転免許所有率は半数未満であり、世帯における自家用車所有率に

ついても「持っていない」との回答が半数以上で、比較的「南部地域」に自家用車を持たない方

が多く存在している。 

 

■運転免許所有状況 

 

■自家用車所有状況 
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（３）登録理由および利用頻度 

登録理由としては「移動手段がなく困っていたから」が 40％、「家族や友人等に送迎を頼めな

い時に利用するため」が 32％と高く、合わせて 70％を超える数値となっており、車移動が困難と

いった登録理由が多い。また、「利用するときが来ると思うから」も 11％となっており、将来の

移動に不安を抱え登録に至った方も一定数存在している。 

利用頻度の選択肢別では「年に数日」が 27％と最も多くなっており、週に１日以上日常的な利

用をする方の割合は 25％となっている。 

 

■登録理由 

 

■利用頻度 
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（４）利用目的 

利用目的としては「買物」が 40％と最も多く、次いで「公共施設利用」「通院」となっており、

目的地としても「大型商業施設」や「官公庁施設」が選択されている。 

 

■利用目的(n=295) 

 

■目的地(n=295) 
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（５）利用の仕方 

コミュニティバスの利用では「片道利用」する方が半数程度と多くなっており、その際あわせ

て利用する交通手段としては「自動車（家族等の送迎・同乗）」「一般タクシー」となっている。 

往復利用しなかった理由では「利用したい時間帯に運行していないから」が 26％と最も多く、

次いで「家族等が送迎してくれるから」「事前予約ができなかったから」となっている。 

行きも帰りもコミュニティバスを利用できない時の代替交通手段としては、「一般タクシーを

利用する」が最も多くなっているが、「外出するのをあきらめる」との回答も一定数存在してい

る。 

 

■利用の仕方(n=295) 

 

■片道利用した際の行き又は帰りにおける主な交通手段(n=295) 

 

■往復利用しなかった理由(n=295) 

 

■コミュニティバスを利用できない際の行動(n=295) 

 

  



- 11 - 

 

（６）利用しやすい運行形態 

現在利用している方におけるコミュニティバスの利用しやすい運行形態としては「区域運行

（デマンド型）」が 58％、「路線バス型」が 26％となっており、現状のデマンド運行のほうが利

用しやすいとの回答が２倍以上となっている。 

今後の利用意向として、「今後も変わらず利用したい」が 80％となっており、次いで「利用回

数が増えると思う」となっていることから、今後需要が増える可能性が示唆されている。 

 

■利用しやすい運行形態(n=295) 

 
■今後の利用意向 
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（７）非利用者の以前の利用状況 

非利用者（登録のみ）における路線バス型であった際の利用頻度では「利用していなかった」

が半数以上となっており、次いで「年に数回」「月に２～３日」となっていることから、利用者

減少につながる主な要因が「事前登録・予約制のデマンド運行」に切り替わったからではなく、

外部要因等その他の要因が大きい可能性がある。 

利用条件としては「運転ができなくなったら」「始発・終発時刻が拡大されれば」「以前の路

線型に戻れば」との声が若干名から上がっている。 

 

■以前の利用頻度(n=45) 

 

■デマンド型を利用しない理由(n=45) 

 

■利用条件(n=45) 
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（８）満足度 

予約方法・運行時間帯・定時性・運賃の満足度について、どの項目においても「満足」「やや

満足」の割合が半数以上を占めており、デマンド型運行のサービスに対する評価は基本的には満

足度が高い傾向にある。 

比較的満足度が低い項目としては「運行時間帯」となっており、「19:00～21:00」までの夜間

における運行が望まれている。 

 

■予約方法 

 

■運行時間帯 
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■定時性 

 

■運賃 
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（９）コミュニティバスの方向性 

コミュニティバスの方向性としては、運行便数・予約受付時間ともに「現行どおりでよい」と

の回答が多くなっているが、運行便数については「もっと遅い時間まで運航してほしい」、予約

受付時間については「予約受付時間を拡大してほしい」との回答も多くなっている。 

また、1 回あたりの許容乗車運賃では「200～299 円」との回答が半数程度と最も多くなってお

り、時間帯の拡大や運賃改定についてサービスを見直す必要がある。 

 

■運行便数 

 

■予約受付時間 

 

■１回あたりの許容乗車運賃 
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（10）コミュニティバスに期待すること 

今後のコミュニティバスに期待することとしては、「予約がなく利用できること」が 20.4％と

最も多く、次いで「乗降地点が拡大されること」「運行時間が拡大すること」となっている。 

また、主な自由意見としては「デマンド運行への満足」「運行時間帯の拡大要望」「予約シス

テムの改善要望」が多く挙げられている。 

 

■期待すること 

 

■主な自由意見 

利用頻度 内容 

週に１～２日 コミュニティバスのおかげで一人暮らしにはとても大たすかりです。長年続けてほしいと願っております。 

週に１～２日 コミュニティバスの利用者は学生や高齢者等の移動手段に乗用車を選ばない方か旅行者になるでしょ
う。町内限定、運行時間もやや短いし乗降場所も制限があるなど移動手段としては使いにくい点もあり
ますが、低額オンデマンドで利用できるメリットをもっと町民にアピールすることで、運営コストを低くして
いく方法を検討されてください。 

週に１～２日 デマンド型に変わってつかいやすくなりました。58号線で降りたい時に少し不便です。バス停を増やす
か、バス停をなくして町内乗り降り自由でもいいと思う。 

週に３～４日 デマンド型になり、とても便利になりました。予約配車の方々も親切で気持ちよく利用でき、感謝です。
以前の時刻表運行のときは役場、ジム、など往路のみでしたがデマンド型になり、往復利用出来腰痛の
時など心から感謝。 

月に２～３日 コミュニティバスが出てきて本当に良かったです。コミュニティバスがなくなったら車がない人がとても困
ります。続けて下さい、お願いします。 

月に２～３日 電話が繋がらなくて予約したい時間に、予約できなかったときがありました。ネット予約できるようにした
ほうがもっと利用しやすくなると思います。 

月に１日 個人的にはデマンド運行がとても助かっています。区間制限もなく一定の運賃で利用できるのでとても
ありがたいです。車と運転免許証は所持していますが、精神障害を持っているため体調が優れないとき
や運転が不安な時にこのコミュニティバスを活用させてもらっています。コミュニティバスの存在や便利
さをよりたくさんの人に知ってもらい維持できるように地域の皆で協力していけたらいいと思います。とて
も助かっているのでこれからも利用できることを願っています。 

年に数日 コミュニティバスがあることで交通手段を確保できるという安心感に繋がっています。これからも続けて
ほしい。 

年に数日 コミュニティバスは時間通りに来てほしいです。予約方法をスムーズにしてくれると助かります。 

年に数日 これからの高齢化社会、免許返納等で交通手段がなくなり移動に不自由になる人々が増えてくると思い
ます。これらのことより、格安で利用できるコミュニティバスはなくてはならないものだと思います。今は
毎週小 5の孫がニライセンター通うのに往復利用させてもらい、家族も送迎をしなくてすみ助かります。 

年に数日 これまで２，３回利用しましたが乗り心地や料金等とても満足しました。ますます高齢化が進む昨今、交
通弱者のためにも今以上にコミュニティバスが町民のために充実した交通機関であってほしいと説に願
っております。 

年に数日 混み合う時間帯に予約が出来ないことを改善してほしい。 

雨の日のみ
利用 

電話予約して３０分後に乗車できることが今まで２回程しかない。１−２時間待って乗車できればいいが
受付時電話でのやり取りが全然すんなり進まず待たされた。雨で急に予約を入れるから仕方ないとも
思うが、そんなときこそ利用したい。電話しても無理なんだと思って利用しなくなっていた。インターネット
で現状がわかったり予約が出来たらぜひ利用したいと思う。 
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